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［事案 2025-48］転換契約無効請求  

・令和 8年 4月 7日 和解成立 

※本事案の申立人は、法人である。 

＜事案の概要＞ 

募集人により無断で行われた手続きであることを理由として、転換契約の無効及び転換前契

約の復旧を求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

平成 5年 3月に契約した 4件の終身保険（転換前契約）が、令和 6年 8月にそれぞれ一時払

終身保険に転換された（本転換契約）。本転換契約の申込日には募集人に会っておらず、募集

人により無断で行われた手続きであるため、本転換契約の無効および転換前契約の復旧を求め

る。 

＜保険会社の主張＞ 

募集人は、申立人の意向を受けて本転換契約を案内し、申立人代表者にその内容を説明した

上で申立人代表者及び申立人代表者の配偶者の自署により本契約の申込みを受付けた。本転換

契約は募集人が無断で手続きを行ったものではない。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

 裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、本転換契約時の状況等を確

認するため、申立人代表者、申立人代表者の配偶者および募集人の事情聴取を行った。 

2.裁定結果 

 上記手続の結果、申立人の請求は認められないが、以下の理由により、本件は和解により解

決を図るのが相当であると判断し、和解案を当事者双方に提示し、その受諾を勧告したところ、

同意が得られたので、手続を終了した。 

(1)タブレット端末の操作履歴によれば、30分程度の間に、本転換契約の申込手続における操

作がなされている。それによれば、4 件の告知手続が、それぞれ 1 分程度の時間で行われ

ていることが認められる。 

(2)誤った告知をした場合には、告知義務違反による契約解除の可能性もあることから、

告知手続は十分な時間をかけ慎重に行うべきである。しかし、上記の時間では、募集人

が告知の重要性を説明し、慎重に告知手続をさせたとは考え難く、募集人の募集手続きに

は不十分な点があったものと言わざるを得ない。結果として、申立人代表者が令和 5 年

12月に入院していた事実が告知されないまま契約手続が進められてしまっている。 

 

 


